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地方独立行政法人青森県産業技術センター 

畜産研究所ニュース  
第 12 号 

 

   

【試験研究成果等発表会の開催】 

毎年開催している試験研究成果等発表会を

去る３月４日と３月７日、野辺地町本所と 

つがる市の２カ所で開催しました。 

野辺地町では酪農家や養鶏関係者主体で

約４０名、つがる市では肉用牛農家主体で約

３０名の参加があり、早期の成果普及を期待

する声が多く寄せられました。（以下、本号と次号で成果の要約 

をお知らせします。興味のある方はぜひ担当者までお問い合わせ下さい。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

孝花平 

黒毛和種種雄牛の現場後代検定成績の紹介 

武百合（旧 高光茂） 

大 也 

野辺地町会場 つがる市会場 

２０１９.３.２８ 

本年度４頭の成績が判明。「広清」（ひろきよ）が上物率歴代１位の好成績 

→新たな県基幹種雄牛（本県１１頭目）に指定される。（詳細は３ページに掲載） 

頭数 枝肉重量 ロース芯 バラ厚 皮下脂肪 脂肪交雑 上物率 ５等級率 
（kg） （cm 2 ） （cm） （cm） （BMS） （％） （％） 

孝花平 １１ 4９５.4 2.４ ５.９ ６４ ２７ 

広 清 １５ ４６８.５ ６１.７ ７.６ 2.６ ７.７ ９３ ４７ 

武百合 １７ ５１８.０ ７１.２ ８.１ 2.２ ６.4 ７６ ２４ 

大 也 19 4７２.３ 6２.０ 7.８ 2.２ ５.２ ５３ １１ 

平 均 4８８.６ ６３.９ ８.０ 2.３ ７２ ２７ 

名 号 

８.３ ６０.８ 

【百合茂×第１花国×福栄】 

【白清８５の３×安平×隆桜】 

【安福久×第１花国×平茂勝】 

６.３ 

～孝花平、武百合、大也の結果～ 
・枝肉重量は過去５年の平均 
(470.3kg)以上といずれも良 
好であった。 
・肉質はバラツキ大きく、惜し 
い結果となった。 
候補牛の生産者の方々には種雄牛づく

りへのご協力心より感謝申し上げます。 

 

【第１花国×安平×糸福（大分）】 

担当：鎌田研究員 

広 清 
(基幹種雄牛に指定) 
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生育特性① 

越冬性
早春の
草勢

出穂
始日

越夏性

4.1 7.3 5/31 3.9

4.3 5.6 6/5 3.6

3.6 5.9 6/6 3.0

1番 2番 3番 4番

那系１号 112 75 49 56 8.3 57.1

バーフェスト
(標準品種）

90 60 35 40 6.5 62.5

東北１号
（比較品種）

103 75 43 50 8.1 54.6

品種名
草丈（cm）

秋の
草勢

秋の
被度
（%）

品種名
発芽の
良否

定着時の
草勢

那系１号 8.0 7.3

バーフェスト
(標準品種）

7.0 7.0

東北１号
（比較品種）

7.0 7.0

生育特性② 

属間雑種 

「越夏性」  「早生性」等で選抜 

「那系１号」誕生 

フェスツカ属 
（フェスク類） 

ロリウム属 
（ライグラス類） 

フェストロリウムの奨励品種「那系１号」の特性（H31 年度 普及する技術） 

収量性① 収量性② 

バーフェスト（標準）：（100） 

年次別 乾物収量 番草別 乾物収量 

バーフェスト（標準）：（100） 

 

１ 生育特性 

・出穂始期：標準品種より５日早い早生品種  

・草丈が高い。・永続性に優れる。 

２ 収量性 

・３か年平均で標準品種比１１１％と極めて多収 

・番草別では、特に３番草が多収（高越夏性） 

３ 対象地域 県下全域  

フェストロリウム「那系１号」を利用する状況（活用場面） 

・排水不良地等での利用に有効  

・出穂が早いので作業競合を考慮し「東北１号」と上手く使い分ける。 

フェストロリウム「那系１号」に関するまとめ 

担当：木村研究員 
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○ 生年月日      

   

「広清」と「春待白清」の特性の違い 

○ 生産者      

   

○ 血 統      

   

県産マコンブ 

加工残さ 

平成２５年４月２日 

めす（広清×平茂勝×安平） 

枝肉重量 471.5kg ロース芯 64cm
2

 BMSNo.11 

十和田市 畑山廣志 氏 

体高 153cm(+1.6σ)、体重 798kg(栄養度６) 

○ 体側値（成牛：５歳以上）      

   

○ 改良面での期待      

   

※カッコ内はシグマ値 

（単位：ｃｍ、kg） 

担当：阿保研究管理員 

新基幹種雄牛「広清」のプロフィール 

○ 現場後代検定成績      
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河合紗織さんは大学院博士課程で博士号を取得後

に入所された５年目の若手研究員です。 

採用後は繁殖技術肉牛部において一貫して飼料用 

米（籾米ＳＧＳ（イネソフトグレインサイレージ） 

を活用した黒毛和種肥育技術の開発と普及に従事。 

こうした業績が本県の飼料用米の利用拡大や肥育  

コストの低減に貢献するもの高く評価され、今回の受 

賞となりました。 

河合紗織研究員の今後一層の活躍が期待されます。 

  

 

鎌田さんは独法化後初めてプロパー職員として入所 

した７年目の若手研究員です。 

修士課程で学んだ食肉科学の研究実績を踏まえ、平成 

２８年度に当法人の中核研究者育成事業（研究職員の博 

士課程への派遣）に応募し採択されました。その後、和  

牛改良技術部で多忙な業務をこなしつつ、３年間で見事 

に学位を取得されました。 

学位論文は「黒毛和種牛肉における脂肪酸組成とテク 

スチャーおよび肉色との関係」と「インピーダンス測定 

による牛肉の脂肪酸組成の推定」の２本で、いずれも「美味しい牛肉」を生産できる基幹 

種雄牛づくりに結びつく内容です。鎌田研究員の今後の活躍が大いに期待されます。 

 

 

 

 

  

 

   

 

   

 

【河合紗織研究員が青森産技農林部門理事表彰（若手研究員研究奨励賞）を受賞】 

顕微授精中の様子 

今回生まれた 

一卵性双子 

２細胞期の受精卵 
（受精後１日目） 

 

割球分離技術に 
より２分離 

 

１週間培養した受精卵を 
受卵牛へ移植 

 

【鎌田研究員が青森産技の事業で学位を取得（博士（農学））】 

【顕微授精技術により一卵性双子の生産に成功（全国初）】 担当：加川研究員 

3 月 25 日現在 

順調に発育中 

左：成田理事 右：河合紗織研究員 

地方独立行政法人 青森県産業技術センター 畜産研究所 
 
〒０３９－３１５６ 
上北郡野辺地町字枇杷野５１ 

TEL ０１７５－６４－２２３１ 
FAX ０１７５－６４－２２３０ 

（和牛改良技術部） 
〒０３８－２８１６ 
つがる市森田町森田月見野５５８ 

TEL ０１７３－２６－３１５３ 
FAX ０１７３－２６－３２０５ 

HP は「青森産技」で検索 Youtube 公式チャンネルもあります。 

畜産の技術について何かありましたらお気軽にご相談して下さい。 
 

 

 

当所では、「顕微授精技術」と「割球分離技術」というバイオテクノロジーで本年１月２４日

に全国初となる牛の一卵性双子（雄）の生産に成功。３月６日にはマスコミ公表いたしました。 
 一卵性双子を安定的に生産ができれば、「双子検定」という手法により、種雄牛開発期間を従
来の６年から３.５年まで短縮できる可能性があります。また一卵性双子を試験畜とすること
で、高精度な試験結果を得ることも期待できます。 
なお、次年度からは種雄牛づくりの効率化に向けて、確実に雄の双子が得られるよう、これ

までにない手法での「雌雄産み分け技術」の開発を進めることとしています。 

 

ら

卵

子 

微細なガラス管で精子を注入 卵子 


